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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月18日(2010.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】エンハンストアップリンクを多重化するための方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、一般に、無線通信システムに関する。より詳細には、本発明は、エンハンス
トアップリンクを多重化するための方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の専用チャネル媒体アクセス制御（ＭＡＣ－ｄ）フローを、１つのエンハンストア
ップリンク媒体アクセス制御（ＭＡＣ－ｅ）プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に多重
化するための、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Wireless Transmit/Receive Unit）内で
実施される方法であって、
　少なくとも１つの論理チャネルを介して、送信データを受信するステップと、
　前記送信データを、少なくとも１つのＭＡＣ－ｄフローに多重化するステップと、
　ＭＡＣ－ｄフローの許容組合せ（allowed combination）のセットの中から、ＭＡＣ－
ｄフローの１つの組合せを選択するステップと、
　該選択したＭＡＣ－ｄフローの許容組合せにしたがって、前記ＭＡＣ－ｄフローを１つ
のＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵに多重化するステップと、
　物理層処理のために、前記ＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵを、エンハンストアップリンクトランス
ポートチャネル（ＥＵ　ＴｒＣＨ：Enhanced Uplink Transport CHannel）を介して、物
理層に転送するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
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【請求項２】
　前記ＭＡＣ－ｄフローの許容組合せのセットは、標準規格によって定められる
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各前記ＭＡＣ－ｄフローの許容組合せは、サービス品質（ＱｏＳ：Quality of Service
）要件に関連付けられている
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　送信時間間隔（ＴＴＩ：Transmit Time Interval）当たりの、１つのＭＡＣ－ｅ　ＰＤ
Ｕに多重化できる所定のＭＡＣ－ｄフローからのＰＤＵの数が設定される
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＴＴＩ当たりの前記ＰＤＵの数は、保証ビットレートに対応する
　ことを特徴とする請求項４に記載の方法。


	header
	written-amendment

